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好記録も無念のオープン参加
12月13日、直鞍一周駅伝競走大会が宮若市をスタート・ゴールに
行われました。鞍手町からは２チームが参加。鞍手北中陸上部（A）チー
ムは第２位を上回る２時間８分10秒でゴール。しかし、オープン参
加のため公式記録となりませんでした。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
の

輝
か
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
各
般
に
わ
た
り
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
発
覚
し
ま
し
た
元
職
員
に
よ
る
多
額
の
公

金
横
領
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
元
職
員
が
昨
年
11

月
19
日
に
業
務
上
横
領
の
容
疑
で
逮
捕
。本
町
に
と
っ

て
、
こ
の
事
件
が
暗
い
影
を
落
と
し
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
改
め
て
町
民
の

皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
二
度
と
こ
の

よ
う
な
不
祥
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
再
発
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
政
に
対
す
る
信
頼
回
復
に
向
け

て
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
政
治
、
経
済
の
状
況
が
劇
的
に
変

化
し
た
年
で
し
た
。
米
国
発
の
金
融
危
機
に
端
を
発

し
た
世
界
同
時
不
況
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
経
済
も

失
速
。
減
産
や
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
が
相
次
ぎ
、
景
気
、

雇
用
情
勢
は
深
刻
さ
を
増
し
、
国
民
生
活
や
地
域
経

済
の
疲
弊
に
追
い
討
ち
を
か
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

長
期
政
権
を
続
け
て
き
た
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
と

政
権
交
代
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
新
政
権
に
は

実
効
性
の
あ
る
景
気
対
策
や
雇
用
対
策
を
迅
速
か
つ

的
確
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
こ
そ
政
治
が

責
任
を
果
た
す
時
で
あ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
18
年
４
月
、
私
が
町
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
今
年
で
ひ
と
つ
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
、
首

長
と
し
て
の
重
責
を
痛
感
し
な
が
ら
、
使
命
感
を
燃

や
し
て
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
だ
け
に
、
歳
月
の
早

さ
に
驚
き
な
が
ら
も
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
町
政
を
運
営
で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え

に
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
、
住
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
、

行
政
と
住
民
の
“
信
頼
”
を
ベ
ー
ス
に
「
第
４
次
鞍

手
町
総
合
計
画
」
が
掲
げ
る
「
み
ん
な
の
力
で
、
今
、

動
き
だ
す
、
鞍
手
」
を
目
指
し
、
町
政
の
諸
課
題
に

立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
厳
し
い
財
政

状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
財

政
の
健
全
化
や
、「
常
に
心
は
豊
か
で
誰
も
が
安
心
で

き
る
活
気
あ
る
鞍
手
町
」
を
実
現
す
る
た
め
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
行
財
政
改
革
も
今
年
度
が
最
終
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
４
つ
の
基
本
方
針
と
22
の
基
本
目
標
、
47
の
具

体
的
改
革
項
目
で
構
成
さ
れ
、
平
成
21
年
度
ま
で
に

約
15
億
円
の
財
政
的
効
果
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目

で
す
。

①
農
業
振
興
に
つ
い
て

鞍
手
町
と
し
て
競
争
力
の
あ
る
園
芸
作
物
を
確
立

し
、
安
心
・
安
全
な
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
の
生

産
や
、
農
業
収
益
の
向
上
の
た
め
に
ブ
ド
ウ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ト
マ
ト
な
ど
重
点
品
目
の
産
地
強
化
を
図

る
た
め
、
県
下
の
普
及
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
「
活

力
あ
る
園
芸
産
地
育
成
対
策
事
業
」
を
活
用
し
た
特

産
づ
く
り
や
収
益
向
上
に
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
成

果
の
一
つ
と
し
て
ブ
ド
ウ
は
福
岡
県
統
一
の
ブ
ラ
ン

ド
化
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

②
商
業
・
工
業
振
興
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
の
決
定
に
伴
い
沿
線
の
土
地
活
用

を
図
る
た
め
、
平
成
20
年
８
月
に
一
部
用
途
地
域
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
年
10
月
に
は
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
と
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
沿
線
の

農
地
を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
、
商
業
、
工
業
、

住
宅
立
地
の
受
け
皿
作
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

③
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

平
成
17
年
３
月
に
作
成
さ
れ
た
「
鞍
手
町
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
し
て
、
保
育
所
で
の
延
長
保
育
や
休
日
保
育
な
ど

の
実
施
、
ま
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
乳
幼

児
や
母
親
の
健
康
確
保
、
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

④
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

女
性
の
地
位
向
上
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
促
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
を
保
障
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
20
年
12
月
「
鞍
手
町
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
21
年
４
月

よ
り
施
行
し
て
い
ま
す
。

⑤
生
活
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

町
民
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
道
路
整
備
の

促
進
や
河
川
管
理
な
ど
住
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
共
下
水
道
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
遠
賀
川

渡
架
橋
な
ど
、
都
市
基
盤
整
備
を
着
々
と
進
め
て
お

り
ま
す
。

⑥
障
害
者
や
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
や
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
な
ど
の
生
活
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
私
の
１
期
在
任
中
の
重
点
事
業
の
一
端

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
本
町
町
政
に

対
し
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 　

    

平
成
22
年  

元
旦　

        　

鞍手町長

柴田好輝
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○第４回外部評価委員会
　とき　１月 13 日（水）午後１時 30 分から
　場所　役場　議事堂

○第５回外部評価委員会
　日時　１月 25 日（月）午後１時 30 分から
　場所　役場　議事堂

会議は傍聴できます！

第２回行政評価外部評価委員会の様子
町の仕事を総点検 ！！

○特集　～行政評価外部評価委員会の取組み　№１～

　

国
の
予
算
を
公
開
の
場
で
議
論
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
国
民
の
関
心
を

集
め
た
「
事
業
仕
分
け
」。
こ
の
「
事

業
仕
分
け
」
は
、
既
に
多
く
の
地
方

公
共
団
体
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
、「
外
部
評
価
」
と
い

う
形
で
、
今
年
度
か
ら
は
じ
め
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

外
部
評
価
委
員
会
は
、
外
部
の
専

門
家
、
各
種
団
体
の
推
薦
者
、
住
民

公
募
委
員
の
７
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
、
今
年
度
に
５
回
の
会
議
を
行
い
、

町
の
事
務
や
事
業
を
一
つ
ひ
と
つ
行

政
外
部
の
目
線
で
検
証
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
版 

事
業
仕
分
け

　

外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果

が
最
終
決
定
で
は
な
く
、
そ
の
評

価
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
て
、
町

が
事
務
や
事
業
の
方
向
性
を
検
討

し
、
予
算
や
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
一
般
公
開
で
行
っ

て
お
り
、
１
月
に
は
２
回
の
会
議

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

評
価
結
果
の
詳
細
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
目
線
で
評
価

■第 2回行政評価外部評価委員会の評価結果（概要）

※評価結果の（　）の数字は、委員長を除く委員6名の評価の内訳です。

【お問合わせ】　役場企画財政課政策財政班 42－ 2111（内線 341）

会議は傍聴することができます。１月の会
議予定は次のとおりです（傍聴席 30 席）。

　

11
月
13
日
、
第
１
回
目
の
外
部
評

価
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
評
価
の
手

法
や
取
組
方
針
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
11
月
26
日
に
は
第

２
回
目
、
12
月
18
日
に
は
第
３
回
目

の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
実
際
の
評
価

作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

評
価
作
業
は
、
①
担
当
課
か
ら
の

事
業
説
明
、
②
事
業
に
対
す
る
質
疑

応
答
、
③
評
議
・
評
価
、
と
い
う
流

れ
で
１
事
業
約
30
分
で
議
論
さ
れ
、

「
手
法
改
善
」、「
コ
ス
ト
縮
小
」
な
ど
、

６
つ
の
評
価
区
分
か
ら
委
員
が
判
断

し
て
い
き
ま
す
（
第
２
回
目
の
評
価

結
果
は
、
下
記
の
表
を
参
照
）。

評
価
結
果
の
取
り
扱
い

事業名 事業目的 評価結果 評価委員の主な意見

ホームページ事業
インターネットを通じ
て町政情報をリアルタ
イムに提供する

手法改善   （６）・コスト縮小を基本に   
・ホームページの改修に
・取り組むこと

リサイクル活動団体
支援事業

ゴミの減量化とリサイ
クルによる資源の有効
活用を行うため、資源
回収物に奨励金を交付
する

手法改善   （３）
コスト縮小（１）
休廃止      （２）

・地域性を考慮して実施
・方法を検討すること
・補助金の当初の目的は
・達成したため廃止すべ
・き

食と農理解促進事業

農作業体験などを通じ
て、子どもたちに地元
農産物や食に対して理
解を深めてもらう

手法改善   （４）
統合         （２）

・事務の合理化を行いな
・がら取り組むこと
・同じような事業と連携
・して実施すること

ふれあいフェスタ

健康と福祉の大切さを
考える機会の場（イベ
ント）を開催する

手法改善   （６）
コスト縮小（６）
統合         （３）

※複数選択

・集客にこだわらず、本
・来の事業目的を重視す
・べき
・他のイベントと統合す
・ること

総合福祉センター
運営事業（福祉棟）

住民に心身ともにリフ
レッシュしてもらう憩
いの場を提供する（入
浴施設を併設）

コスト縮小（５）
休廃止      （１）

・経費を見直し、コスト
・縮小に取り組むこと
・財政状況を考慮すると
・将来的には廃止すべき

※第３回目の評価結果については、次号以降に報告します。
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まちの話題 My Town Topics

　12月５日、歴史民俗資料館でしめ縄づくりがありまし
た。参加したのは31人。このしめ縄づくりは、今年で14
回目を迎える恒例の講座です。はじめて参加した人が多く、
声をかけると「ドキドキしながら作っています」と答えて
くれました。参加者は準備されたワラを束ねたり、水にぬ
らして叩いたり、大忙しです。しかし、出来上がってみれ
ば立派なしめ縄に大満足。あとはうらじろやゆずり葉、だ
いだいなどでお化粧をするだけです。また１つ年越しの準
備が整いましたね。

タスキをつないだ40km
▶第２位を上回る好タイム、無念のオープン参加

お正月は手作りのしめ縄で
▶今年も立派なしめ縄が完成

味噌づくりに挑戦
▶古月小３年生と西川小３年生がチャレンジ

　12月 13日、直鞍一周駅
伝競走大会が行われ、鞍手
町からは鞍手北中陸上部Ｏ
Ｂ（Ａ）チームと（Ｂ）チー
ムが出場しました。結果は
Ａチームが前回のタイムを
３分 55秒短縮しての昨年
と同じく第２位でゴールす
るも残念なことにオープン
参加のため、公式記録には
なりませんでした。Ｂチー
ムは12秒 06秒を短縮して
の第 12位でした。新型イ

ンフルエンザが猛威をふるっているこの季節、選手登録者
２人が新型インフルエンザにかかってしまい、選手登録を
変更しての出場となってしまったためです。しかし、チー
ム全員でつないだタスキはしっかりと次につなげられるも
のになったはずです。次回は必ず優勝を期待しています。

人権週間の集い
▶育てよう一人ひとりの人権意識
12月１日、「この子らに教えられて」と題し、知的障害者
福祉作業所地球防衛隊バンブー代表の吉岡一博さんを迎え
人権週間の集いの人権コンサート講演会が行われました。
知的障害者の親の望みは、「子どもたちが楽しくいきいき
と人生を送ってくれること」とは講師からのメッセージ。
自身の体験を踏まえての話には
重みがあり、また、音楽にのせ
て思いを会場に集まった人に届
けていました。今後も「人権」
の正しい理解と認識を深めるこ
とが大切であると再認識した講
演会でした。

　11 月 27 日、古月小学校
と西川小学校の３年生が味
噌づくりに挑戦しました。
ゆでた大豆を袋に入れて足
で踏みつぶしたら、米こう

じを加え手でしっかりと混
ぜ合わせていきます。熟成
させて３か月後に完成。特
製味噌の味が今から楽しみ
ですね。

お待ちしています
お誕生日の記念に、か
わいいお子さんの写
真を広報「すくすく日記」
のコーナーで紹介し
ませんか。毎月、発行
月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ
子を募集しています。
２月生まれは、１月
12日（火）までに電
話で役場総務課☎４２
局２１１１番へお申し
込みください。

▼

小
お が わ

川寧
ね ね

音ちゃん
平成21年１月23日生まれ
寧音１歳のお誕生日おめでと
う!! 我が家の姫であり、菊地
家・松尾家の姫です。皆に愛
され、かわいがってもらい、
お兄ちゃんたちにもまれて、
すくすく大きくな～れ!!（父
武士さん、母　智賀子さん・
新延新塚）

梶
か じ わ ら

原健
け ん し ん

心くん
平成20年１月18日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう!!
笑顔がとても可愛くて毎日、
パパとママは癒されています
よ。これからもお兄ちゃんと
仲良く遊んでね☆（父　義広
さん、母　幸子さん・新延）

森
も り た

田悠
ゆ う ご

護くん
平成21年１月17日生まれ
１歳のお誕生日おめでう!! こ
れからも元気にすくすく育っ
てね。早くおしゃべりできる
ようになって、パパ、ママと
いっぱいおしゃべりしよう
ね。（父　健嗣さん、母　千鶴
さん・室木）

多
た が

賀琉
る な

南ちゃん
平成21年１月16 日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう!!
笑ったり、泣いたり、いろいろ
な表情を見せてくれカワイイ
るな☆動きも活発になり、お兄
ちゃんたちに混ざって遊ぶお
てんばさんです。これからも家
族みんなで楽しく過ごそうね。
（父　英昭さん、母　美香さん・
中山）

2010.１−４



夢を追いかけろ!!
▶南中ＰＴＡ教育講演会

11 月 27日、古月小学
校で「ともしびフェスタ」
が行われました。新型イ
ンフルエンザのため延期
になったこの催し、児童

たちの楽しみの餅つき大会は中止でしたが、体育館で学
年ごとの歌や劇などを披露
する学習発表会が行われま
した。６年生は今年１年間
取り組んだ子ども学芸員の
発表。古代人に扮しての演
技にも熱が入っていました。

古月小ともしびフェスタ
▶一年間の集大成

　11 月 20 日、鞍手南中学校で元ＷＢＣ世界フェザー
級チャンピオンの越本隆志さんの講演会が行われまし
た。日本人最年長となる 35歳での世界王者奪取を成し
遂げた越本さん。「夢を持つことはさまざまな困難や壁
にぶつかるが、必ず乗り越えることが出来る。努力をす
れば支えてくれる人が現れる。その人への感謝の気持ち
を忘れないでほしい」と夢を追い続けることの大切さを

自らの経験を元に話
されました。チャン
ピオンベルトを手元
に置き、自信に満ち
た表情で語る越本さ
んに生徒たちは目を
輝かせ、真剣に聞き
入っていました。

　12月６日、中央公民館で鞍
手町舞踊協会第12回定期公演
会が行われました。この日は、
舞踊愛好者たちが多数出演して
の公演会。日ごろの練習の成果
を存分に発揮していました。会
場からは演目ごとに惜しみない
拍手がおくられていました。

鞍手の芸能人が大集合
▶鞍手町舞踊協会定期公演

みんなでついた餅は格別
▶剣北小学校で餅つき大会
　12月５日、剣北小学校で餅つ
き大会が行われました。この日
の天候は雨。あいにくの天気で
したが、児童たちも地域の人も
保護者も寒さを吹き飛ばすよう
に餅をついていました。ついた
餅はきなこ餅やおろし餅にして
さっそく試食。出来立てを食べ
るのは格別のようでした。

町体育指導委員会が全国表彰
▶町のスポーツの振興に貢献
　11月 19から20日にかけて山口県で全国体育指導委
員研究協議会が行われ、鞍手町の体育指導委員会が全国
体育指導委員優良団体として表彰を受けました。体育指
導委員会は、昭和37年に設立以来、町民体育祭をはじめ
とする町の行事や直鞍地区の体育行事などの運営に積極
的に取り組んでいます。平成15年からは、子どもの体力
向上やニュースポーツの推進のため、子どもフェスタを
町教育委員会と共催しています。久保会長をはじめとす
る体育指導委
員は10人。「今
後も町民の健
康、体力づく
りに積極的に
取り組んでい
きたい」と語っ
てくれました。

１月生まれ
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

田
た し ろ

代陽
ひ な

菜ちゃん
平成19年１月13日生まれ
３歳のお誕生おめでとう。４
月から幼稚園に行ってお友だ
ちとたくさん学び遊んで成長
する姿を楽しみにしてます!!
（父　勝さん、母　久美子さ
ん・長谷）

藤
ふ じ な が

永　大
そ ら

くん
平成20年１月13日生まれ
そらくん２歳のお誕生日おめ
でとう☆最近はおしゃべりも
上手になったね!! これからも
いろんなことしていっぱい遊
ぼうね☆（父　将大さん、母
朱美さん・中山）

麻
あ そ う

生月
か ぐ や

姫ちゃん
平成21年１月９日生まれ
☆かぐちゃん☆１歳のお誕生
日おめでとう!! ハイハイ、つ
たい歩きが上手になったね♪
兄妹仲良くしている姿、癒さ
れます。これからも仲良く、
あまりお兄ちゃんをいじめな
いでね（笑）（父　祐二さん、
母　里美さん・弥生）

七
し め

五三賢
け ん じ

治くん
平成20年１月７日生まれ
賢ちゃん２歳のお誕生日おめ
でとう。何でも龍治兄ちゃん
の真似を上手にする賢ちゃ
ん。これからもお兄ちゃんと
仲良く元気に育ってください
ネ!!（父　治さん、母　マリさ
ん・古門神崎）

５−2010.１



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

短歌 岡崎登代子さん
（室木神田）

だんだん歳を取ると身
体が思うように動かなく
なり、年中通っている新
幹線ですが、年末年始に
はたくさんのお客さんが
乗っているだろうなぁと
羨ましくなって詠んだ歌
です。新幹線の音は一年
中変わらないのですが。

ちぎり絵 岡松陽子さん
（新延）

山里の静かな風景を思い浮かべなが
ら、ゆったりとした気持ちで作りまし
た。

　

裏
通
る   

新
幹
線
は
気
の
せ
い
か   

　
　
　
　
　

年
末
年
始
は　

重
き
音
せ
り

2010.１−６

黒瀬ミエさん
（中山北区）トールペイント

３人の孫娘に何か心に残る物をと思い、
手描きで羽子板を贈ることにしました。心
を込めて描きましたので、お正月は娘夫婦、
息子夫婦の家で飾られるのが楽しみです。
この羽子板に孫たちが明るく健康に育っ
てくれることを願っています。

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

●
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心

●
鞍
手
・
鞍
手
北
幼
稚
園

12
月
11
日
、
鞍
手
幼
稚
園
と
鞍
手
北

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
お
そ
ろ
い
の

ハ
ッ
ピ
姿
で「
火
の
用
心
。
ぼ
く
た
ち
、

私
た
ち
は
火
遊
び
を
し
ま
せ
ん
」
と
力

強
い
声
で
町
内
を
行
進
し
ま
し
た
。
空

気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
。
皆
さ
ん
も

火
の
元
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

11
月
21
日
、「
地
域
防
犯
活
動
と
青
少

年
育
成
」
と
題
し
、
筑
紫
地
区
防
犯
指
導

員
連
絡
会
会
長
の
金
子
昌
隆
さ
ん
を
迎
え
、

中
央
公
民
館
で
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
地
域
の
区
長
、
公
民
館
長
や
学
校
関

係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
。
子
ど
も
の
視

点
に
立
っ
た
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
青
少

年
の
育
成
に

つ
い
て
、ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る

語
り
口
調
で

自
身
の
経
験

を
交
え
た
講

話
で
笑
い
あ

り
の
講
演
会

で
し
た
。

卓
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
29
日
、
町
立
体
育
館
で

第
26
回
鞍
手
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
年

は
30
人
が
参
加
、
競
り
合
う

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

▼
成
績
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
＝
①

田
中　

朗
②
林　

琢
人
▽
２

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
山
本
通

昭
②
田
川　

修
▽
３
位
グ

ル
ー
プ
＝
①
佐
伯
慎
之
輔

②
吉
田
信
博
▽
４
・
５
位

グ
ル
ー
プ
＝
①
服
部
正
廣

②
水
野
達
彦

▼
成
績
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
＝
①

林
マ
チ
子
②
千
崎
博
子
▽
２

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
小
南
和

子
②
木
村
加
代
子
▽
３
・
４

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
鶴
本
ワ

カ
ヨ
②
桑
原
和
枝

▼
成
績
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス　

▽
Ａ
パ
ー
ト
＝
①
佐

伯
慎
之
輔
・
舟
越
和
子
②
牧

瀬
信
篤
・
桑
原
和
枝
▽
Ｂ

パ
ー
ト
＝
①
町
田
正
憲
・
林

マ
チ
子
②
林
琢
人
・
千
崎
博

子
▽
Ｃ
パ
ー
ト
＝
①
田
中

朗
・
幸
田
巡
子
②
河
野
三
郎
・

吉
田
信
博

企
業
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
結
果

●
役
場
企
画
財
政
課

12
月
13
日
、
町
立
体
育

館
で
企
業
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
町

内
の
企
業
６
社
10
チ
ー
ム

が
参
加
。
当
日
は
、
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
プ
レ
ー
ば

か
り
で
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
成
績　

①
（
株
）
バ
ー
ム
ス
福
岡
②
鞍

手
板
金
③
（
株
）
門
倉
剪
断
工
業

男
女
（
み
ん
な
）
で
学
ぼ
う

●
鞍
手
町
農
業
女
性
の
会

12
月
５
日
、
あ
す
ば
る
出
前
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
味
噌
づ
く
り

と
カ
ル
タ
を
使
っ
て
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
味

噌
づ
く
り
か
ら
、
材
料
は
す
べ
て
町
で

収
穫
さ
れ
た
も
の
を
使
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
味
噌
づ
く
り
も
カ
ル
タ

も
楽
し
か
っ
た
」、

「
遊
び
の
中
で
男

女
共
同
参
画
を
学

べ
る
の
は
と
て
も

よ
か
っ
た
」
な
ど

の
声
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
母の着物をツーピースにリフォームし
ました。色柄が地味だったので、出来
上がりが心配で
したが、思いの
ほか気に入った
ものが出来まし
た。

「サヤ」に入れて焼成しました。季節
の草花を入れると、その花も花器も一
段と映えます。私の心も自然に癒され
るのが不思議です。

７−2010.１

真鍋ナミ子さん
（新延）

安増千恵子さん
（小牧）

Relay Essay

先
日
、初
め
て
献
血
を
体
験
し
ま
し
た
。

15
年
前
、
私
の
父
は
心
臓
の
病
気
で
手

術
を
受
け
、
手
術
前
に
自
分
の
血
液
を
ス

ト
ッ
ク
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足

り
ず
に
輸
血
を
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。
当

時
小
学
生
だ
っ
た
私
に
は
詳
し
く
知
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
そ
の
話
を
聞
き
、
そ
の
恩
返
し
の

た
め
に
献
血
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
で

あ
る
。

献
血
に
は
大
き
く
分
け
て
、
二
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
、
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
、
成
分
献
血
の
３
種
類
が
あ
り
、
私
は

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
を
行
っ
た
が
、

10
～
15
分
程
で
終
わ
り
、
献
血
後
の
休
憩

も
含
め
て
も
１
時
間
も
か
か
ら
な
い
。
献

血
さ
れ
た
血
液
は
使
用
期
限
が
３
週
間

ま
で
で
、
交
通
事
故
な
ど
の
大
掛
か
り
な

手
術
で
は
、
10
リ
ッ
ト
ル
も
の
輸
血
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
、
献
血
翌
日
に
は
大
半

が
輸
血
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

献
血
セ
ン
タ
ー
の
方
の
話
に
よ
る
と
、

特
に
16
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
い
世
代

の
献
血
が
、
こ
こ
10
年
間
で
９
万
人
か
ら

５
万
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
ま

た
年
間
を
通
し
て
今
の
寒
い
冬
の
時
期

が
一
番
献
血
さ
れ
る
方
が
少
な
く
、
現

在
、
血
液
が
足
り
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
私
は
Ａ
型
で
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
さ

れ
て
い
な
い
血
液
型
か
と
思
っ
た
が
、
Ａ

型
は
献
血
者
も
多
い
が
、
そ
の
分
輸
血
を

受
け
る
方
も
多
い
た
め
、
十
分
足
り
て
い

る
血
液
型
で
も
な
い
そ
う
で
あ
る
。

自
分
自
身
も
い
つ
輸
血
を
受
け
る
側
に

回
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分
の
献
血
が

命
を
助
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
、
ま
た
献
血
に
行
こ
う
と
思
う
。

次
回
は
、
佐
藤
治
幸
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
永　
　

慎
さ
ん
（
中
山
・
26
歳
）

　自己紹介を
須藤明日香です。昭和59年

生まれの25歳、鞍手町八尋に
住んでいます。

　現在のお仕事は
小規模多機能ホームひいらぎ

に勤務しています。主な仕事は、
ひいらぎを利用されている方の
日常生活のお世話や介護をして
います。

　大変なところややりがいは
まだ経験が少ないので、戸

惑ったり、悩んだりすることが
多いですが、周りの先輩方にア
ドバイスをもらいながら日々、
頑張っています。とても充実し
ています。利用者の方とコミュ
ニケーションを取ることが難し
いときもありますが、やさしい
利用者の方々から逆に助けられ
ています。自分のできることは
小さなことだけど「ありがとう」
の一言をもらえるたびに次も頑
張ろうと思うんです。また、人
生の先輩と接することで視野が
広がっています。

　休日は何をしていますか
友達とショッピングやランチ

に行くことが多いですね。ＤＶ
Ｄもよく見ます。お笑いのＤＶ
Ｄはとっても面白いですよ。

　将来の夢や目標は
神社や仏閣に興味があるの

で、京都へ旅行に行きたいです。
将来は、癒しの介護が出来

るようになりたいと思っていま
す。そしていろんな人との出会
いを大切にして自分の糧にして
いきたいと思っています。

やんぐとーく

　

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
「
あ

り
が
と
う
」
の
一
言
を
も
ら
え
る
た
び
に
次
も
頑
張

ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

　

将
来
は
、
癒い

や

し
の
介
護
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
の
出

逢
い
を
大
切
に
し
て
自
分
の
糧か

て

に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

須藤明日香さん
勤務●小規模多機能ホームひいらぎ

VOL
130

町で頑張る若者を
紹介する
コーナーです。



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／１月の休館日は、６日（水）です／年始の休館は１月１日（金）から１月３日（日）までです
／開館時間は午前９時から午後５時までです／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

かかしのじいさんの仕事は、すずめを
追い払うこと。なのにすずめは自由に
空を飛び回り、じいさんは見上げるだ
け。すずめは、じいさんを慕ってやっ
て来る。そしてじいさんもいつしかす
ずめを待つようになった。ある日、お
百姓さんがすずめを捕まえるために、
かすみ網をかけようと言った。それを
聞いたじいさんは…。お互いを思いや
る気持ちが感動を呼ぶ絵本。

かかしのじいさん
作＝深山さくら

行方不明になった娘は、無惨に殺され
ていた！事件を追う母親、日野朔子は
「メル友に会いに行く」という言葉と残
された携帯電話からある男にたどりつ
いたが…。思いもかけぬ第二の事件が
発生する。現代のゆがんだ「道具」と
人間関係の中に描き出された親子の絆
とは？命を奪われたわが子への究極の
愛。現代の親子の絆の哀切を描く。

見えない貌
作＝夏樹静子

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／アバター（作＝山田悠介）／天地明察（作＝沖方　丁）
／花や散るらん（作＝葉室　麟）／円朝の女（作＝松井今
朝子）／狙われたキツネ（作＝ヘルタ・ミュラー）／鉄の
骨（作＝池井戸　潤）／殴る女（作＝荻野アンナ）／ボーダー
＆レス（作＝藤代　泉）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／どっちがへん？どっちがどっち？どっちがピンチ？（作＝
岩井俊雄）／びんぼうがみとふくのかみ（作＝富安陽子）／
ミスターカリーとまほうのスパイス（作＝ますいさくら）／
おいしいかぞえうた（作＝岸田衿子）／ぼくもだっこ（作＝
西條剛央）／うずらちゃんのかくれんぼ（作＝きもとももこ）
／だれのあしあと（作＝ふくだとしお）

クイールはもうどう犬になった
作＝こわせたまみ

こ
の
本
は
、
ク

イ
ー
ル
と
い

う
名
前
の
犬

の
話
で
す
。
ク
イ
ー
ル

は
盲
導
犬
。
目
の
見
え

な
い
人
た
ち
を
助
け
て

働
い
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
間
関
係
の
中
で

人
の
温
か
さ
を
知
り
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
の

で
す
。
秋
元
氏
の
写
真

は
自
然
で
素
朴
な
、
そ

し
て
歩
行
時
の
真
剣
な

ま
な
ざ
し
と
優
し
さ
が

あ
ふ
れ
て
い
る
犬
の
姿

が
あ
り
ま
す
。
動
物
か

ら
与
え
ら
れ
る
優
し
さ

に
動
物
と
人
間
の
か
か

わ
り
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

動物と向きあって生きる
作＝坂東　元

こ
の
本
は
、
旭
山

動
物
園
獣
医

で
あ
る
著
者

が
園
の
運
営
、施
設
づ
く

り
、獣
医
と
し
て
の
役
割

な
ど
を
綴
っ
た
本
で
す
。

い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た

著
者
は
自
然
の
中
に
居

場
所
を
見
つ
け
そ
の
後
、

動
物
園
に
就
職
し
ま
し

た
。
か
わ
い
い
、か
わ
い

く
な
い
で
分
類
し
て
動

物
を
見
る
人
間
の
身
勝

手
な
行
動
で
結
局
射
殺

さ
れ
る
ヒ
グ
マ
。「
動
物

本
来
の
姿
を
見
て
ほ
し

い
」「
生
き
生
き
と
過
ご

せ
る
空
間
で
生
き
て
ほ

し
い
」と
い
う
視
点
か
ら

動
物
園
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。人
間
だ
け
が
特

別
で
は
な
い
の
で
す
。動

物
を
見
る
目
が
違
っ
て

き
ま
す
よ
。

の

本
だ
な
。

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

１
月
は
「
人
間
と
動
物
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
矢
野
百
合
子
さ
ん
（
い
ず
み
読
書
会
）
で
す
。
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Health
渡邊薬局長の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
症
状
が
同
じ
で
も
大
人
に
は
安
全
な
く
す
り
で
も
、子
ど
も
に
は
危
険
な
く
す

り
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

渡
邊
和
則
さ
ん
・
わ
た
な
べ
か
ず
の
り　

昭
和
52
年
８
月
か
ら
町
立
病
院
に
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
。
平
成
元
年
４
月
に
薬
局
長
。
55
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

子
ど
も
に
風
邪
を
う
つ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
症
状
も
私
と
同
じ
な
の
で
く
す
り

の
量
を
減
ら
し
て
飲
ま
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
（
40
歳
・
女
性
）

ん
。
大
人
に
は
安
全
な
く
す
り
で

も
、
子
ど
も
や
妊
婦
に
は
危
険
な

薬
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
な
ど
問
題
も
あ
る
の
で

症
状
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

以
前
に
使
用
し
て
残
っ
た
く
す
り

を
自
己
判
断
で
使
用
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

坐
薬
（
解
熱
剤
）
な
ど
も
年
齢

や
体
重
に
よ
っ
て
用
量
が
違
っ
て

く
る
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
高
熱
に
は
使
わ
な
い
方
が
い

い
解
熱
剤
も
あ
り
、
大
変
危
険
で

す
。

　
「
く
す
り
の
適
正
使
用
協
議
会
」

が
２
０
０
９
年
８
月
に
行
っ
た
小

中
学
生
の
保
護
者
九
百
人
を
対
象

に
「
医
師
の
指
示
ど
お
り
正
し
く
、

く
す
り
を
飲
ん
で
い
る
か
」
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
の
く
す

り
に
関
し
て
は
９
割
以
上
の
人
が

目
の
前
で
く
す
り
を
飲
ま
せ
る
な

ど
、
間
違
っ
た
服
用
を
し
な
い
よ

う
気
を
つ
け
て
い
た
が
、
自
分
の

く
す
り
で
は
飲
み
残
し
を
72
％
、

家
族
の
余
り
の
服
用
を
40
％
が
飲

ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
回
答
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
く
す
り
の
効
力
】

　

冬
は
感
染
症
の
多
い
時
期
で
す

が
、
処
方
さ
れ
た
抗
生
物
質
や
抗

菌
剤
を
症
状
が
改
善
し
た
と
自
己

判
断
で
く
す
り
を
飲
む
の
を
止

め
、「
余
っ
た
分
は
保
存
し
て
お

き
、
同
じ
症
状
が
出
た
と
き
に
再

度
使
う
」
と
回
答
さ
れ
た
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
抗
生
物
質
な
ど

は
、
服
用
中
断
に
よ
り
生
き
残
っ

た
病
原
菌
が
く
す
り
に
対
し
て
抵

抗
力
を
も
ち
、
く
す
り
の
本
来
の

効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ず
、
症

状
の
悪
化
や
治
療
の
長
期
化
の
一

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
く
す
り
は
正
し
い
飲
み
方
を
】

　

く
す
り
を
正
し
く
飲
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
患
者
さ
ん
は
な
ぜ

【
飲
み
残
し
の
く
す
り
の
使
用
は
？
】

　

冬
は
病
気
に
か
か
り
や
す
い
季

節
で
す
の
で
、
風
邪
ぐ
す
り
な
ど

の
飲
み
残
し
の
く
す
り
が
あ
る
ご

家
庭
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

医
師
は
患
者
の
症
状
、
病
気
に

あ
わ
せ
て
く
す
り
を
処
方
し
ま

す
。
同
じ
発
熱
で
も
原
因
と
な

る
病
気
が
同
じ
だ
と
は
限
り
ま
せ

く
す
り
の
服
用
が
必
要
な
の
か
、

治
療
で
何
が
期
待
で
き
る
の
か
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が
大
切
で

す
。

　
「
く
す
り
は
、
正
し
く
飲
ん
で

こ
そ
、
く
す
り
で
す
」

　

く
す
り
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９−2010.１



Health
渡邊薬局長の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
症
状
が
同
じ
で
も
大
人
に
は
安
全
な
く
す
り
で
も
、子
ど
も
に
は
危
険
な
く
す

り
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

渡
邊
和
則
さ
ん
・
わ
た
な
べ
か
ず
の
り　

昭
和
52
年
８
月
か
ら
町
立
病
院
に
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
。
平
成
元
年
４
月
に
薬
局
長
。
55
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

子
ど
も
に
風
邪
を
う
つ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
症
状
も
私
と
同
じ
な
の
で
く
す
り

の
量
を
減
ら
し
て
飲
ま
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
（
40
歳
・
女
性
）

ん
。
大
人
に
は
安
全
な
く
す
り
で

も
、
子
ど
も
や
妊
婦
に
は
危
険
な

薬
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
な
ど
問
題
も
あ
る
の
で

症
状
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

以
前
に
使
用
し
て
残
っ
た
く
す
り

を
自
己
判
断
で
使
用
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

坐
薬
（
解
熱
剤
）
な
ど
も
年
齢

や
体
重
に
よ
っ
て
用
量
が
違
っ
て

く
る
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
高
熱
に
は
使
わ
な
い
方
が
い

い
解
熱
剤
も
あ
り
、
大
変
危
険
で

す
。

　
「
く
す
り
の
適
正
使
用
協
議
会
」

が
２
０
０
９
年
８
月
に
行
っ
た
小

中
学
生
の
保
護
者
九
百
人
を
対
象

に
「
医
師
の
指
示
ど
お
り
正
し
く
、

く
す
り
を
飲
ん
で
い
る
か
」
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
の
く
す

り
に
関
し
て
は
９
割
以
上
の
人
が

目
の
前
で
く
す
り
を
飲
ま
せ
る
な

ど
、
間
違
っ
た
服
用
を
し
な
い
よ

う
気
を
つ
け
て
い
た
が
、
自
分
の

く
す
り
で
は
飲
み
残
し
を
72
％
、

家
族
の
余
り
の
服
用
を
40
％
が
飲

ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
回
答
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
く
す
り
の
効
力
】

　

冬
は
感
染
症
の
多
い
時
期
で
す

が
、
処
方
さ
れ
た
抗
生
物
質
や
抗

菌
剤
を
症
状
が
改
善
し
た
と
自
己

判
断
で
く
す
り
を
飲
む
の
を
止

め
、「
余
っ
た
分
は
保
存
し
て
お

き
、
同
じ
症
状
が
出
た
と
き
に
再

度
使
う
」
と
回
答
さ
れ
た
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
抗
生
物
質
な
ど

は
、
服
用
中
断
に
よ
り
生
き
残
っ

た
病
原
菌
が
く
す
り
に
対
し
て
抵

抗
力
を
も
ち
、
く
す
り
の
本
来
の

効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ず
、
症

状
の
悪
化
や
治
療
の
長
期
化
の
一

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
く
す
り
は
正
し
い
飲
み
方
を
】

　

く
す
り
を
正
し
く
飲
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
患
者
さ
ん
は
な
ぜ

【
飲
み
残
し
の
く
す
り
の
使
用
は
？
】

　

冬
は
病
気
に
か
か
り
や
す
い
季

節
で
す
の
で
、
風
邪
ぐ
す
り
な
ど

の
飲
み
残
し
の
く
す
り
が
あ
る
ご

家
庭
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

医
師
は
患
者
の
症
状
、
病
気
に

あ
わ
せ
て
く
す
り
を
処
方
し
ま

す
。
同
じ
発
熱
で
も
原
因
と
な

る
病
気
が
同
じ
だ
と
は
限
り
ま
せ

く
す
り
の
服
用
が
必
要
な
の
か
、

治
療
で
何
が
期
待
で
き
る
の
か
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が
大
切
で

す
。

　
「
く
す
り
は
、
正
し
く
飲
ん
で

こ
そ
、
く
す
り
で
す
」

　

く
す
り
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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SupportCOM
MENT 国保の

そこが知りたい
役場保険年金班☎42局2111番

国民健康保険
制度の
解説です

年
収
百
三
十
万
円
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

　

ま
た
、
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と

き
は
、
14
日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課
保
険
年

金
班
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
に
な
る
た
め
に
は
、
主
に
被
保

険
者
（
下
の
図
の
本
人
）
の
収
入
で
生
活
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
基
準
と
し
て
は
、

被
扶
養
者
と
な
る
人
の
年
間
収
入
が
百
三
十
万

円
（
60
歳
以
上
や
障
害
者
は
百
八
十
万
円
）
未

満
で
、
被
保
険
者
の
収
入
の
二
分
の
一
未
満
で

な
け
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。

●
被
保
険
者
と
同
居
で
も
別
居
で
も
よ
い

人①
配
偶
者
②
子
、
孫
③
弟
、
妹
④
父
母
な

ど
直
系
の
尊
属

●
被
保
険
者
と
同
居
が
条
件
の
人

①
前
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
②
被
保

険
者
の
内
縁
の
配
偶
者
の
父
母
や
子
③
内
縁
の

配
偶
者
が
死
亡
し
た
後
の
父
母
や
子

　

家
族
の
社
会
保
険
に
被
扶
養
者
と
し
て
加
入

し
て
も
、
そ
の
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
家

族
の
職
場
の
健
康
保
険
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
で
き
る
の
は
、

左
の
図
の
三
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
民
健

康
保
険
証

被扶養者の範囲
（三親等の親族図）

白抜き数字は、親等数です。○の人は、
主に被扶養者（下図の本人）の収入
で生活していることが必要です。□
の人は主に被扶養者の収入で生活し、
かつ被扶養者と同居していることが
必要です。

本人

祖父母

２

３

３

２

３

３

２

１

３

２

１ ３

２

３

１

兄弟姉妹

配偶者

甥姪

父母

子

孫

配偶者

ひ孫

曾祖父母

配偶者

配偶者

ひ孫

孫

子

配偶者

甥姪

伯父伯母
叔父叔母

伯父伯母
叔父叔母

配偶者

兄
姉

弟
妹

配偶者

父母

祖父母

曾祖
父母

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に

　
　

な
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す



11−2010.１

国民健康保険税は、任意税率を採用しているた
め、市町村によって税率が異なっています。任
意税率としているのは、国保事業の支出の大半
を占める療養給付費の支払見込み額の総額を課
税総額算定の基準として算出する方法が、最も
妥当とされているからです。被保険者の医療費

の支払が増えると、国保事業者の療養の給付費の支払も増えま
すので、税率は大きくなり、税額も高くなります。

A答え国民健康保険税は市町
村によって税率が違
うというのは本当です
か？
Q疑問

PensionQUESTION ANSWER税務
  Q&A
役場税務班☎42局2111番

税金の疑問に
お答えします。

近隣市町の税率
市町村名 区　分 所得割率 均等割額（１人当たり）平等割額（１世帯当たり） 資産割率

鞍手町
医療分 8.90％ 18,500 円 25,500 円 － 
後期高齢者支援分 2.30％ 5,400 円 6,900 円 －
介護分 1.90％ 6,900 円 4,700 円 －

小竹町
医療分 7.20％ 13,500 円 17,500 円 －
後期高齢者支援分 2.50％ 6,500 円 4,500 円 －
介護分 1.53％ 6,800 円 4,100 円 －

直方市
医療分 10.20％ 22,000 円 27,000 円 －
後期高齢者支援分 2.00％ 6,300 円 5,000 円 －
介護分 1.53% 9,500 円 － －

宮若市
医療分 8.00％ 16,000 円 21,000 円 15.00％
後期高齢者支援分 2.50% 5,600 円 4,800 円 －
介護分 1.82％ 6,100 円 5,300 円 3.19％

※資産割（宮若市）は、固定資産税額×資産割率

夫（43 歳）、妻（39 歳）、中学生（14 歳）、小学生（11 歳）の４人世帯
夫の給与収入 340 万円（総所得金額　220 万円）
妻の給与収入 103 万円（総所得金額　38 万円）

例（鞍手町Ｋさんの場合）

計算例 ▼ 100 円未満は切り捨て

　{（220 万円－ 33 万円）+（38 万円－ 33 万円）} × 8.90％ + 18,500 円 ×４人 + 25,500 円 ≒ 270,300 円
  
　{（220 万円－ 33 万円）+（38 万円－ 33 万円）} × 2.30％ +  5,400 円 × ４人 + 6,900 円 ≒ 72,600 円

　（220 万円－ 33 万円）× 1.90％ +6,900 円×１人 +4,700 円≒ 47,100 円

夫の総所得金額等　基礎控除額　　  妻の総所得金額  基礎控除額　　  所得割率　   均等割額　　    人数　　  平等割額　     

夫の総所得金額等　基礎控除額　 所得割率  均等割額　　  人数　  平等割額　     

夫の総所得金額等　基礎控除額　　  妻の総所得金額  基礎控除額　　  所得割率       均等割額　　   人数　　  平等割額　     

  　（Ａ）     +（Ｂ）   +（Ｃ）   ＝国民保険税
　270,300 円 +72,600 円 +47,100 円＝ 390,000 円

　  医療分　  後期高齢者支援分　  介護分　     Ｋさんの国民健康保険税

Ａ

Ｂ

Ｃ

医療分

【国民健康保険税】（主世帯に課税）＝医療分+後期高齢者支援分+介護分

+× 所得割率（総所得金額等－33万円） 均等割額 人数× 平等割額+

介護分 +× 所得割率（総所得金額等－33万円） 均等割額 人数× 平等割額+

後期高齢者
支援分 +× 所得割率（総所得金額等－33万円） 均等割額 人数× 平等割額+

※介護分は、40歳から 64 歳に該当する人のみです。

Ａ

Ｂ

Ｃ



今
月
の
納
税
（
１
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
８

期
分

納
期
限
は
１
月
25
日（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

家
屋
の
変
更
届
け
出
は

忘
れ
ず
に

家
屋
の
所
有
者
で
、
平

成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
次
の
よ
う
な
変
更
が

あ
っ
た
人
は
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
▽
家
屋

の
増
築
・
解
体
な
ど
に
よ
り

床
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
人
▽
登
記
さ
れ
て
い
な
い

家
屋
の
所
有
権
移
転
（
売
買
・

贈
与
・
相
続
）
し
た
人

●
届
け
出
期
限　

１
月
29
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

確
定
申
告
は
お
早
め
に

２
月
16
日
か
ら
開
始

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
所
得
税
な

ど
の
確
定
申
告
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
申
告
期
間　

▽
所
得
税
＝

２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３

月
15
日
（
月
）
ま
で
（
還

付
申
告
は
申
告
期
間
の
前

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

▽
贈
与
税
＝
２
月
１
日

（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
▽
個
人
事
業
者
の
消

費
税
・
地
方
消
費
税
＝
１

月
か
ら
３
月
31
日
（
水
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

１
月
12
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

１
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

１
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
１
月
６
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
　

▽
と
き
＝
１
月
14
日
（
木
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
１
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）　

　

▽
と
き
＝
１
月
27
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
１
月
７
日（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
　

　
▽
と
き
＝
１
月
26
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

介
護
保
険
嘱
託
職
員

採
用
試
験

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
鞍
手
支
部
で
は
、
次
の
と
お

り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

嘱
託
員
（
介
護
支
援
専
門
員
）

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
採
用
人
員　

１
人

●
受
験
資
格　

介
護
支
援
専
門

員
、
保
健
師
、
正
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主

事
（
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関

す
る
相
談
業
務
な
ど
に
３

年
以
上
従
事
し
た
人
）
の
資

格
を
持
ち
、
自
家
用
四
輪
車

（
二
輪
車
除
く
）
で
の
訪
問

活
動
が
で
き
る
人

●
受
験
手
続
き　

▷
申
込
用

紙
の
配
布
＝
１
月
４
日（
月
）

か
ら
広
域
連
合
鞍
手
支
部

ま
た
は
役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
で
配
布

●
受
付
期
間　

１
月
25
日

（
月
）
午
後
５
時
ま
で

●
試
験
日　

▽
と
き
＝
２
月

１
日（
月
）午
後
６
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

税
金

相
談

くらしの情報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗資料館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情

報
Calendar
2010 １

試
験

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031

2010. １−12



くらしの情報

と
は
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
鞍
手
支
部
☎
３
４

局
５
０
４
６
番
）
ま
で

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
住
宅
や
募
集
戸
数

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所　

公
社
直
方
出
張
所
（
福
岡

県
直
方
総
合
庁
舎
一
階
・

直
方
市
日
吉
町
９
番
10

号
）、
役
場
建
設
課
な
ど

●
申
込
期
間　
１
月
18
日（
月
）

か
ら
26
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
☎
（
０
９
２
）
７
８
１

局
８
０
２
９
番
ま
で

健
康
・
仲
間
づ
く
り

シ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン
で
は
、

体
験
ボ
ウ
リ
ン
グ
講
座
の
参
加

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

毎
週
火
・
水
・
木
・
金
・

土
曜
日
（
全
５
回
）
の
各

コ
ー
ス

●
と
こ
ろ　

折
尾
ス
タ
ー
レ

ン
●
内
容　

毎
回
20
分
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ

レ
ッ
ス
ン
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
実
技
な
ど

●
対
象　

鞍
手
町
周
辺
在
住

者
●
募
集
人
数　

各
教
室
と
も

先
着
16
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
期
限　

１
月
12

日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と

は
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン

　

☎
（
０
９
３
）
６
０
１
局
３

９
０
０
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

（
体
育
館
）の
１
月
の
休
館
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

１
日
か
ら
３
日

ま
で
（
年
始
）、４
日
（
月
）、

11
日（
月
）、
17
日（
日
）、

18
日（
月
）、25
日（
月
）で
す
。

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

責
任
技
術
者
と

指
定
工
事
店
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

町
で
は
、
平
成
21
年
度
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
と
指
定
工
事
店
の
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
指
定
工
事
店
の
申
請
が

で
き
る
の
は
、
町
に
登
録
し

て
い
る
責
任
技
術
者
を
雇
用

し
て
い
る
工
事
店
だ
け
で
す
。

●
責
任
技
術
者　

▽
期
間
＝

２
月
１
日（
月
）
か
ら
12
日

（
金
）
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
役

場
上
下
水
道
課
下
水
道
班

▽
登
録
手
数
料
＝
二
千
円

（
更
新
手
数
料
＝
一
千
円
）

▽
必
要
な
も
の
＝
申
請
書

（
２
月
１
日
か
ら
上
下
水
道

課
下
水
道
班
で
配
付
）、
住

民
票
、
写
真
、
平
成
21
年

度
責
任
技
術
者
試
験
合
格

証
の
写
し
な
ど

●
指
定
工
事
店　

▽
期
間
＝

３
月
１
日（
月
）
か
ら
12
日

（
金
）
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
役

場
上
下
水
道
課
下
水
道
班

▽
登
録
手
数
料
＝
一
万
円

（
更
新
手
数
料
＝
五
千
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
下
水
道
班
ま
で

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
家
の
人
を
対
象
と
し
て
、

２
月
１
日
現
在
で
２
０
１
０

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
農

林
業
経
営
体
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
お
宅
に

は
１
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
ま
で

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

厚
生
労
働
省
と
福
岡
県
で

は
、
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
時

間
な
ど
の
変
化
を
調
べ
る
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
準
備

の
た
め
、２
月
に
調
査
地
区（
中

山
、
新
北
、
八
尋
）
の
各
事
業

所
へ
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
聞
き
し
た
内
容
は
本
調

査
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
企
画
・

地
域
振
興
部
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
８
７
番
ま
で

募
集

町立３保育所と
私立２保育所の
入所受付が
始まります

１月12日
　　　から

　　　　平成 22 年度の３つの町立保育
　　　　所と２つの私立保育所の入所受付
　　　　を次のとおり行います。
● とき　１月 12 日（火）から１月 29 日（金）

まで。
● ところ　役場福祉人権課児童人権班また

は各保育所
　時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分

まで
● 入所条件　①保護者や同居の親族が仕事

をしている家庭の児童②母親が出産や病
気、看病、介護などのため、日中に保育
ができない家庭の児童

● 対象者　▷町立保育所＝生後６か月から
小学校入学前までの児童　▷私立保育所
＝生後８週から小学校入学前までの児童

● 保育料　保護者が負担する税額によって
異なります

● 問い合わせ　申込書は役場福祉人権課児
童人権班や各保育所に準備しています。
詳しいことは役場福祉人権課児童人権班
までお尋ねください

登録して
みませんか
臨時職員等
登録制度

町では、臨時職員やパートタイム職員などを採用
する場合、あらかじめ登録している人の中から採用
する登録制度を導入しています。登録の方法や募集
職種などは次のとおりです。なお、登録しても必ず
採用されるとは限りません。ご了承ください。
● 登録方法　登録申請書は、役場、中央公民館、町

立病院、介護老人保健施設（鞍寿の里）、くらじ
の郷に置いてあります。また、町のホームページ
からもダウンロードできます

● 有効期限　登録の日から１年間
● 募集職種　▷緊急雇用＝一般事務（パソコンが使

える人）　▷一般雇用（免許・資格が不要な職種）
＝一般事務（パソコンが使える人）　▷一般雇用

（免許・資格が必要な職種）＝看護師、介護職員、
その他の医療・福祉の資格が必要な職種

● 勤務条件　賃金や勤務時間などの労働条件は、職
種によって異なります。町のホームページをご覧
になるか、役場総務課人事班までお問い合わせく
ださい

● 問い合わせ　役場総務課人事班まで

随時、登録を受け付けています

お
知
ら
せ

13− 2010. １



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

（かっこ内は前年比）

町内の
交通事故
発生状況

【11 月中】

● とき　１月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６２２局０４０３番まで

【累　計】
件 数 126 件（－12） 件 数 181 件（－ 12）

死 者 120人（±10） 死 者 121人（＋11）

傷 者 126 人（－14） 傷 者 105 人（－24）

巡回
交通事故

相談

● 問い合わせ
　  直方警察署☎２２局０１１０番まで

のおがた警察署

街頭犯罪だより

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　１月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ
。

● 1 月 1 日～ 3 日 町立病院（城ヶ崎）
　　　　　　　　　　☎４２局１２３１番

●１月 10 日（日）のりまつ医院（猪倉）
　　　　　　　　　　☎４２局７００８番

●１月11日（祝）鞍手クリニック（古門）
　　　　　　　　　　☎４３局３０３０番

●１月 17 日（日）木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　　☎４２局５００５番

●１月 24 日（日）町立病院（城ヶ崎）

●１月 31 日（日）原医院（新北）
　　　　　　　　　　☎４３局２０３０番

●２月７日（日）町立病院（城ヶ崎）

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ。

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

※第２日曜日は、小児科のみ診療時間を拡大し、
午前９時から対応しています。

くらしの情報

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 − 42 − 4676
FAX  0949 − 42 − 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

１　　　　１　　　　　　　０
いち早く　いそがず慌てず　れい静に

悩むよりかけて安心＃９１１０

◉緊急対応を要する際は、躊躇するこ
　となく「110番」通報を

◉急を要さない相談や
　要望などは相談専用
　電話「＃９１１０」
　までご連絡を

１月10日は
「110番」の日

2010. １−14



国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

15
年
１
月
２
日
か
ら
２
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
29
日

（
金
）午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、
申

請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か

に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療
保

険
、
保
険
料
、
一
部
負
担
割

合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

確
定
申
告
の
前
に

高
額
療
養
費
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
で
、
平
成
21
年

の
医
療
費
の
内
、
高
額
療
養

費
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、
確

定
申
告
の
前
に
必
ず
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と

は
保
険
年
金
班
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

２
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
20
年
２
月
２
日
か
ら
３

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
20
日

（
水
）
か
ら
22
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印
か

ん
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

申
請
に
よ
り
、
障
害
者
に
準

ず
る
人
と
し
て
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住

民
税
や
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
が
こ
の
認
定
書
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
が
、
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
人

●
申
請　

本
人
ま
た
は
家
族

が
、
役
場
福
祉
人
権
課
福

祉
高
齢
者
班
で
申
請
（
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
）

●
認
定
書
交
付
の
基
準　

▽

障
害
者
控
除
＝
身
体
障
害

者
の
障
害
等
級
表
（
３
級

か
ら
６
級
）
ま
た
は
知
的

障
害
者
の
障
害
の
程
度
（
重

度
以
外
）
と
同
程
度
の
障

害
が
あ
る
こ
と
▽
特
別
障

害
者
控
除
＝
身
体
障
害
者

の
障
害
等
級
表
（
１
級
・

２
級
）
ま
た
は
知
的
障
害

者
の
障
害
の
程
度
（
重
度
）

と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る

こ
と

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

農
家
の
皆
さ
ん

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
は
、
農
業
委
員

選
挙
を
正
し
く
公
平
に
行
う

た
め
の
大
切
な
申
請
で
す
。

申
請
書
は
12
月
中
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
提
出
先　

各
地
区
農
業
実

行
組
合
長
ま
た
は
農
業
委

員
会
（
役
場
内
）

●
提
出
期
限　

平
成
22
年
１

月
８
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
役
場
税

務
住
民
課
住
民
班
）
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
転
出
・
転
居
の
際
は

水
道
中
止
等
の
手
続
き
は

忘
れ
ず
に

引
越
し
な
ど
に
よ
る
転
出

や
転
居
の
際
は
、
水
道
中
止

等
の
申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
上
水
道
班
ま
で

　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽
武
田
秀
二
様
＝
城
ヶ
崎
（
隈

元
レ
イ
子
）

▽
國
山
高
則
様
＝
中
山
本
村

（
勝
見
）

▽ 

栗
田
泰
光
様
＝
上
木
月
（
静

子
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
一
般
】

▽
（
社
）
倫
理
研
究
所
家
庭

倫
理
の
会
北
筑

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽ 

小
松
ノ
ブ
様
＝
小
牧
（
重

義
）

▽ 

北
野
雅
之
様
＝
西
区
（
多

美
子
）

▽ 

和
田
弘
子
様
＝
西
区
（
ツ

タ
子
）

愛の
贈
り
も
の

くらしの情報

寒さが大敵
凍らないように
十分な対策を

いよいよ一年で最も寒い時
期がやって来ます。寒いとき
は水道管が凍結して破裂する
ことがあります。むき出しに
なった水道管には保温チュー
ブを巻いたり、寝る前に糸が
引く程度に水を流したままに
すると凍結の予防になります。
もし水道管が凍って水が出な
くなった場合はぬるま湯をか
けて溶かしてください。熱湯
をかけると、かえって破裂す
る恐れがあります。
● 問い合わせ　役場上下水道

課上水道班まで

水道管の破裂にご注意を
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●町の人口・11月の人の動き

平成 22 年１月号  No.601

・人口　17,925 人
・男性　 8,514 人
・女性　 9,411 人
・世帯数  7,573 世帯

（平成21 年 11月30 日現在）

・出生  18 人
・死亡  33 人
・転入  41 人
・転出  145 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

　

　【三種のからみもち】１人当たりの栄養価　285kcal

　■作り方
切りもちのもどし方

　①水にサッとくぐらせて湿らせ
たもちを耐熱ボウルに並べ入
れ、ふたをして１種について
３～４分程加熱する。

　②やわらかくもどした餅は、軽く湿らせた手で一口大に丸め、
それぞれのからみソースを混ぜ合わせる。

【おろしからみもち】… 大根はおろして汁気を軽く切り、酢、砂糖、
塩とちりめんじゃこを加えて混ぜ合わせる。

【納豆からみもち】… 納豆に小ねぎ、いりごま、しょうゆを加
えて混ぜ合わせる。

【めんたいマヨからみもち】… 薄皮をのぞいてほぐした明太子とマ
ヨネーズ、しょうゆを混ぜ合わせる。

【ちぎりレタスのサラダ】１人当たりの栄養価　40kcal

　■作り方

　①… ボウルに、洗って水気をきっ
たレタスをちぎり入れる。

　②… ごま油をふり混ぜ、手で 30 回
程揉む。

　③… 酢、塩、こしょう、ちぎった
のりを加えてあえる。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■材料（６人分）
　おろしからみもち…切りもち（４個）大根（300g）、ちりめ

んじゃこ（15g）、酢（大さじ２）、砂糖（大さじ１）、塩（小
さじ 1/4）

　納豆からみもち…切りもち（４個）ひき割り納豆（200g）、
小ねぎ（小口切り８g）、いりごま（大さじ 1/2）、しょうゆ（小
さじ 1/2）

　めんいマヨからみもち…切りもち（４個）明太子（100g）、
マヨネーズ（大さじ２）、しょうゆ（小さじ 1/2）

■材料（６人分）

　レタス（１個）、ごま油（大さじ 1.5）、塩（小さじ 1/3）
　こしょう（適宜）、酢（小さじ２）、焼きのり（全形２枚）

□１月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 金 元旦

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 補聴器相談（役場：13時～14時）

7 木 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

８ 金

９ 土 いろりばたお話しの会（歴史民俗資料館：10時～）

10 日 鞍手町成人式（中央公民館：受付９時30分～）

11 月 成人の日

12 火 保育所入所受付12～ 29日（役場・各保育所 :13P参照）
無料法律相談（くらじの郷：12Ｐ参照）

13 水

14 木 補聴器相談（役場：15時 30分～16時 30分）

15 金

16 土

17 日 宮若市鞍手郡連合消防出初式
　　　　　（町民グラウンド：午前10時～）

18 月

19 火

20 水 介護保険証交付　20日～22日
　　　（役場：８時30分～17時 15分　15P参照）

21 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

22 金

23 土

24 日

25 月 心配ごと相談（くらじの郷：12Ｐ参照）
町県民税（第４期分）国民健康保険税（８期分）納期限

26 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

27 水 補聴器相談（役場：13時～14時）

28 木

29 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～　15P参照）

30 土

31 日

テーマ
「胃腸をいたわる」

①保存をきかせるため味付けが濃くなります。
②�砂糖を使用した料理が多く少量でも高カロリーです。（黒
豆・きんとき・なますなど）
③�練り製品、肉、刺身などタンパク質のとり方が普段より
多くなりがちです。
④�野菜不足になりがちです。海そう類、きのこ類、野菜は
十分にとりましょう。

◆◆��一口メモ��◆◆おせち料理のここに注意!!




